
体育学校ニュース　７.１２.２４
まる

１

　令和７年１２月１８日（木）から２１日（日）までの間、駒沢オリンピック公園総合運動場体育館（東京）において「令和７年度天皇
杯全日本レスリング選手権大会」が開催された。本大会は来年のアジア大会（９月下旬・名古屋）及び世界選手権（１０月下旬・バーレー
ン）の代表選考会を兼ねており、優勝者は来年４月のアジア選手権（４月上旬・キルギス）の代表権を獲得し、両大会の日本代表争いを
一歩リードする重要な大会である。自衛隊体育学校からは３７名（フリースタイルレスリング１５名、グレコローマンレスリング１５名、
女子レスリング７名）の選手が出場し、金メダル２個、銀メダル７個、銅メダル９個を獲得した。金メダルを獲得した２選手には、２０
２６年の海外大会へ出場する権利が与えられた。

　グレコローマンレスリング97kg級に出場した鶴田峻大（つるだたかひろ）
３等陸尉は初戦、準々決勝をテクニカルスペリオリティ勝ち、準決勝を５-
０と相手に１ポイントも与えず決勝進出。決勝戦の相手は幾度も対戦し、
明治杯の決勝では惜しくも敗れた中里選手（中尾建設）との対戦。第１ピ
リオド序盤にパッシビティで１ポイントを先取し、第２ピリオドで同点と
されたが、最後まで相手にペースを握らせず、先取したポイントを粘り強
く守り１-１の先取点勝ちで４年振りの優勝を決めた。
　試合後、鶴田３尉は「97kg 級に上げて初めて出場した大会で、ロースコ
アだったが勝ちをイメージできた。年齢を気にせずがむしゃらに泥臭く押
していくことを練習から意識した。次はアジア選手権、世界選手権、オリ
ンピックに向けて、もっと圧倒して勝てるように強化していきたい。」と今
後の抱負を語った。（パッシビティ：消極的な選手に与えられる反則）

　フリースタイルレスリング 125kg 級に出場した山本泰輝（やまもとた
いき）２等陸曹は、準々決勝、準決勝をテクニカルスペリオリティ勝ちと
圧倒的な強さで勝ち上がり、決勝戦では前大会に引き続き園田２曹と同門
対決での優勝争いとなった。第１ピリオド序盤アクティビティピリオドで
１点獲得、第２ピリオドでも同じく序盤に片足タックルにより 2ポイン
トを追加して、最後まで園田２曹に主導権を握らせずに３-０のポイント
勝ちで優勝を決め、大会６連覇８度目の王者に輝いた。
　試合後、山本２曹は「園田２曹はお互い手の内を知り尽くしてるし、マッ
クスのパワーを知っている中でやり辛かったが、今回調子が良くて自分で
距離をとり、タックルでとるという自分の理想とするレスリングの形で勝
つことができた。アジア選手権に向けて、自分のやっていることを信じて
一つでも多く勝てるように頑張りたい。」と力強く語った。
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FS74kg　２等陸曹　高田　熙 FS92kg　２等陸曹　三浦哲史 FS125kg　２等陸曹　伊藤飛未来

GR60kg　１等陸士　曽根敬次郎 GR67kg　２等陸曹　清水賢亮 GR67kg　２等陸曹　矢部晴翔

GR82kg　陸士長　谷﨑大造 GR130kg　２等陸曹　奥村総太 ＷＷ62kg　２等陸曹　稲垣柚香

シニア世界選手権大会FS86級銀メダル獲得の功績
３等陸尉　石黒隼士

東京デフリンピック2025 GRコーチとしての功績
３等陸佐　鶴巻　宰

全日本社会人選手権・シニア世界選手権大会53kg級 優勝の功績
２等陸尉　村山春菜

年間表彰 強化本部賞

GR97kg　３等陸尉　鶴田峻大 FS125kg　２等陸曹　山本泰輝 FS57kg　２等陸曹　佐々木風雅

FS125kg　２等陸曹　園田　平 GR60kg　２等陸曹　塩谷　優 GR72kg　２等陸曹　北條良真

ＷＷ53kg　２等陸曹　今井佑海 ＷＷ57kg　２等陸曹　德原姫花 ＷＷ59kg　２等陸曹　南條早映


